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Abstract
Anti-aging medicines are defined as agents which allow retention of health and youthfulness while growing older. The 

aim of this innovative arm of medicine is not simply to extend the life span, but to prevent age-associated physical and men-
tal decline and maintain a high quality of life, thus enabling continued social productivity. Instruction on health enhancement 
and therapy based on anti-aging health care, namely anti-aging medicine, is now a concrete measure in the Ministry of 
Health, Labour and Welfare’s goal of its “Healthy Japan 21” campaign to promote better health in the 21st century. It is to be 
hoped that evidence-based anti-aging medicine will be widely implemented in the future.
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抗加齢（アンチエイジング）医学は「老化を遅らせ
て，病気にならず，いつまでも若々しく生きること」と
いう人間なら誰でも望んでいることを医学的に検証し，
実践する最新の医学です。人はどこで老いを感じるの
か？ もちろん個人差もありますが，ほとんどの人に共
通しているのは目と口です。義歯，歯周病，口臭，味覚
障害，口腔乾燥症で老化を自覚する方が多いことから，
歯科医療は抗加齢医学の最前線にいます。本稿は「口の
若さを保ち，体全体の若さを保とう」という新しい提案
です。

1.　は じ め に

少子高齢化が進み2050年には国民の約3割が高齢者と
なる超高齢社会に突入したことから従来型の医療からの
転換が迫られており，このことから「健康と若さを保ち
ながら年を重ねることを可能にする医学」としての抗加
齢（アンチエイジング）医学が近年発展してきました。
アンチエイジング医学は単に寿命を延ばすだけでな

く，老化による心身の衰えを防ぎ，生活の質 （QOL） を
高く保ちながら社会的な生産性を維持することを目的と
しています。抗加齢医学に基づく健康増進のための指導
や療法は，厚生労働省が掲げる「健康日本21」を実現
させるための新たな予防法としての具体的な取り組みで
もあり，学術的な検証結果 （EBM） に基づいた抗加齢医
学の実践がこれからの社会には不可欠になるでしょう。
現在の医学・歯学は臓器別や診療科に細分化され特化

することで発展してきました。しかしながら，新たな分
野である抗加齢医学では体全体を視野に入れ，脳，骨，
目，肌，筋肉，血管，口腔などから思考に至るまでの体
全体を視野に入れた横断的な対処が重要であり，均質な
老化を目標とするための医療の実践には他分野を包括し
た総合的な理解が求められています。
さらに近年の科学技術の発達に伴い，老化や寿命を制
御するメカニズムの解明が飛躍的に進み，これらの研究
成果が老化度の診断や対処法に取り入れられています。
このような情報を基に全身や口腔の老化度を検査し，
個々の弱点を補正するための対処を行い，その結果を評
価することが抗加齢医学の根幹となるところです。特に
歯科医療従事者にとっては口腔が全身の健康に深く関与
していることから，味わう，飲む，話すといった人間の
根本的欲求を満たし喜怒哀楽の表情を作るなどに欠かせ
ない器官をどのように維持するかが超高齢社会において
求められています。

2.　自分の「老化度」を知る

最近では，老化への関心が非常に高くなっています。
老化を定義するのはなかなか難しいですが，筆者の所属
している日本抗加齢医学会では，病的な老化と生理的な
老化を分けて考えています。世の中には，「長生きの家
系」と呼ばれる人たちがいますが，現在の老化研究か
ら，遺伝の要素は2～3割で，残りの7～8割は，生活習
慣などの環境要因によって決まるとされています。
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